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郷土芸能を後世に末永く伝える
　　新城郷土芸能囃子曲持保存会

　新城郷土芸能囃子曲持
（はやしきょくもち）保存
会（以降「保存会」と略し
ます）は、会員 25 名：平
成 28 年 12 月 7 日現在、
週 2回（火曜日・土曜日）
新城神社で練習を続けて
います。
　明治初期からあった囃

子や曲持ですが、これまで囃子は神事・祭事等に欠く事
のできない庶民芸能として伝習され、曲持は、神社の遷宮
や祭礼、仏閣の落慶式、民家の上棟式等、人の多く集まる
所で行われてきました。
　1973（昭和 48）年、新城小学校創立 20 周年の記念式典
の際合同で公演してみたところ、囃子の音と曲持のエネ
ルギッシュな技がよく合い、さらに心地よいリズムに迫
力が生まれました。それぞれに長い歴史があり、大切に
受け継がれてきた郷土芸能を後世に末永く伝え、より
強固なものにしようと、この保存会が結成されました。
1977（昭和 52）年には、「かながわ民俗芸能 50 選」に選定
され、1978（昭和 53）年には、「市重要習俗技芸」に指定さ
れています。
　曲持は、時代の移り変わりとともに、枡や一斗桶、長柄、
脚立、箱等の道具を用いて米俵を投げ合う技から、さらに
改良を重ね、梯子を使った御所車の蔵入れや、腹餅等の荒
技も取り入れ、今日に至っています。
　現在は神社の祭礼、正月の獅子舞、県・市の行事等の出
演、発表会、福祉施設の訪問等、地域に密着した活動を続
けています。

　年間の主な活動としては、
① 毎年 10 月第 1日曜日、新城神社の秋季例大祭（れいた
いさい）で 20 時から演芸会のラスト公演
② 正月 2日・3日、9時から夕方まで、悪魔払いの獅子
舞が 200 軒弱の家を訪問
③ 毎年 3月に行われる川崎市民俗芸能発表会で公演（今
年度は、第 39 回で
平成 29 年 3 月 5 日
に多摩市民館で開
催）
④ 地域施設等へ表
敬訪問（養護学校・
老人会・幼稚園等）
⑤ 新城小学校で 3
年生社会科の出前
授業（公演と体験：今年度は、12 月 20 日に実施）・新城
小学校で年間を通して「郷土芸能クラブ」で曲持とお囃子
の指導
⑥ 年に５～６回、出演者の調整のできる範囲で、祝い事
や各種団体の周年行事での出演依頼に対応、等です。

　会長の矢嶋一義さんに保存会の活
動や歴史について伺いました。
　「演技を観てもらうことが一番励
みになっている」「発表の機会がある
ため、厳しい練習にも耐えることが
できる」「祭礼や公演時に、知人や観
衆から『かけ声』があると、たいへん
嬉しくなる」「練習後はその場で
一杯飲みながら、練習の反省や情
報交換をしながら、次回以降の練
習内容の予定や出演依頼への調
整等を行っている」。課題として
は、「保存会の維持・推進のために
は、若手の継承が大事、まずは興
味を持ってもらうところから始
めている」「昨年 10 月の新城神社
の例大祭では、新城小学校で指導
している子どもたちが曲持を披
露しました。将来、囃子や曲持の
後継者候補として期待している」
等、話してくださいました。

　保存会の 40 周年記念誌、「伝統
芸能 40 年の歩み『しんじょう』」
〈2013（平成 25）.6.1 発行〉には、
1973（昭和 48）年から現在までの
記録と写真が豊富に掲載されて
います。特に、曲持の演技では、た
くさんの技に名前がついている
ことが分かりました。
　曲持の道具（農耕生活に根ざし
た道具の数々）や囃子で使う諸道
具（朱塗獅子頭・神楽面・楽器等）
の写真から、道具を揃えたり、修
理をしたりしてきた保存会のみ

なさんの努力は、計り知れません。
　曲持にとって俵はとても大事な道具で、俵がないと何
もできません。俵は
日々の練習の中で激
しく使われるために
傷みがとても早く、
そのため毎年新しく
作り替えています。
俵作りの技能を継承
していくことも保存
会の大切な仕事のひ
とつで、稲藁の調達から、菰（こも）や俵（四斗俵・飾り俵・
曲俵）の作り方、縄の結び方等大先輩から教わっていま
す。俵の他に最近は桶屋がなくなっており、一斗桶や長
柄等を修理してくれるところを探すのが難しくなってい
るそうです。

■問合せ　矢嶋 一義 さん　℡ 044-766-5872

▲ ４０周年記念誌

▲ 箱抜き

▲ 御所車の蔵入り　

▲ 練習会場の新城神社

▲矢嶋 一義さん

▲ 川崎市民族芸能発表会

太陽と水と大地の恵み 自然を大切に
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谷戸の自然を守る会
　宮前区初山で活動し
ている「飛森（とんも
り）谷戸の自然を守る
会」（以後「同会」と略し
ます）は、1996（平成 8）
年宮前区の「区づくり
プラン」の主旨に沿い、
緑のボランティア団体として発足し今年 21 年目を迎え
ました。年会費や会則が無い団体で、「太陽と水と大地の
恵み自然を大切にしよう」をキャッチフレーズにし、「知
覚動考（ともかくうごこう）」をモットーに里山づくりに
取り組んでいます。
　とんもり谷戸は宮前区の北西に位置し、川崎国際生田
緑地ゴルフ場に隣接する正八幡社跡地とおもい出のうた
のこみちのある「やすらぎの森」からなる雑木林及び、ゴ
ルフ場内にある滝沢の池（初山の池）から流れ出る用水
路（とんもり川）とから
形成されている場所で
す。
　定例作業日や継続的
な活動として「雑木林
の手入れ・遊歩道の整
備」「とんもり川（初山
用水路）の清掃」「掲示版の修理」「田んぼつくり」「味噌作
り」等を行っており、さらに、イベントとして「森の音楽
会」「自然観察会」「森の交流会（長野県佐久市との交流）」
等を行っています。また他団体との協働で多岐にわたり
様々活動に参加しています。
　同会は長年に渡る川の清掃や草刈り、田んぼの手入れ
等の活動の他、蛍の保護や音楽会、さらに小学校の環境教
育等も行うことで、コミュニティの重要な場として定着
していることが高く評価され、「飛森谷戸～里『都』山づく
りを楽しもう～」が 2015（平成 27）年 1月に『国土交通省
手づくり郷土賞・大賞』、さらに同会も、2016（平成 28 年）
2月には『かながわ地球環境賞・地球環境保全活動部門』
を受賞しました。
　TONMORlKlDS では子どもたちの森遊びとして木登
りや自然観察会等の森の楽習会を不定期に行っていま
す。近隣の小学校では、とんもり谷戸の動植物を教材に
した、環境学習の授業が展開されています。

　同会の会長の髙木一弘さんは、子ど
もの頃、ゴルフ場の斜面が格好のス
キー場で、舵をとることのできる自作
ソリや竹スキーで遊び、勢い余って、池
の中に落ちてしまうこともあったこと
を懐かしく話してくれました。
① 活動の魅力・楽しみ方として、「和

気あいあいと楽しく
作業が出来ること」
「緑（雑木林など）の手
入れ作業で心身が癒
される」「想い（木に心
を向けて目をひらく）
『大切な自然を子ども
たちに残して行こう』
の共有性（ゆるく結ば
れている）」「それぞれの参加者が進んで活動が出来き、自
らが進んで手入れをする事が楽しみ」
② 会の維持・推進のための大きな課題として「若い人た
ちの参加をどの様に促すか？」対策例として、「親子で参
加してもらう企画（冒険探検隊やどろんこ教室）」「お年寄
りでもできる作業（清掃・ゴミ拾い）を考える」「行った手
入れなどの成果が見える・・・ホタルが飛ぶようになっ
た等」
③ 今後の活動や企画として「田んぼつくりは今後、もっ
と親子連れを増やし
たい」「農作業体験の
内容を増やす。ジャ
ガイモ・サツマイモ・
田植え」「収穫できる
作業を増やす」「イベ
ントとして、ホタル観
賞会・星の観察会等
を企画」と熱き想いを
話していただきました。
　同会に 6年ほど前から参加している山本清幸さんは、
「会則や会費がなく、来て楽しく気持ちがよく、とても居
心地がよい」「毎年、ゴルフ場の中にある池に、カワニナを
放流している」「親子の自然観察会では、お父さんが子ど
もにカブトムシの探し方を教え、カブトムシ採り名人の
お父さんは、この日ばかりは見直され頼りがいのあるお
父さんに変身する」等の話を聞くことができました。
　12 月 11 日（日）の定例作業日は、9時から下草刈り、イ
ゲタに組んだ丸太に集めた落ち葉を入れて腐葉土づく
り、竹の間伐等を行いました。午後からは、防災時対応訓
練を兼ねて、望（忘）年会が行われました。関係者が大勢
集まり、にぎやかな会となりました。近所の方から、あた
たかな「おでんの鍋」
や自前の漬け物等の
差し入れがあり、ま
た、飛森産の新米の
「おにぎり」や「餅」等
がふるまわれていま
した。

■問合せ 髙木 一弘 さん　℡ 044-977-6581

▲集合写真　和気あいあいの望年会

▲親子で稲刈り

▲ 髙木一弘さん

▲修理された「森の掟（おきて」の看板

▲ とんもりの 湧き出る水に ホタル住む

▲ 下草刈りと落ち葉の腐葉土づくり


